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日時：平成 26 年 10 月 23 日(木) 

18:30～20:30 

場所：四條畷市役所 東別館２０１会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 次 第 ◆ 

 

（開会） 

  あいさつ 

１．報告・説明 
・ 中学生アンケートについて 

・ 市民アンケートについて 

・ 基本計画骨子案について 

２．オリエンテーション 
・ 全体の進め方、スケジュール、ルール 等 

３． グループワーク 
・ 基本計画骨子案の「住民等でできるアクシ

ョン例」への意見追加 

（閉会） 

第２回 まちづくりワークショップ《２０５０年の夢づくり会議》 ニュース 

第２回目のワークショップには、２８人の市民の皆さんに出席していただきました。 

ワークショップの概要 

◆報告・説明 

 ○中学生アンケート、市民アンケートの調査結果の概要について報告しました。 

 ○基本計画骨子案について説明しました。 

◆オリエンテーション 

 ○本日のテーマ「市民力で基本計画を磨こう！」の説明と、ワーク内容のデモンストレーションを行いまし

た。 

◆グループワーク 

 ○あらかじめ希望をきいた４つのテーマのテーブルにわかれて、自己紹介としての名刺交換を行い、興

味のあるテーマについて話し合っていただきました。 

その後、司会者と発表者を選び、「第６次四條畷市総合計画 基本計画 骨子案」の各施策の「住

民等でできるアクション例」について、追加の意見を出し合いました。 

◆発表 

 ○各班から本日の内容を発表してもらいました。 

 

当日の会場の様子 

次回の進め方 

①各班にわかれて、前回の「第６次四條畷市総合計画 基本計画 骨子案」の「住民

等でできるアクション例」について、さらに追加の意見があれば出し合います。 

②みんなで話し合い、自分の班で明日からできるアクションを一つにしぼります。 

③各班のアクションを参加者みんなの前で発表し、他の班からも意見をもらいます。 
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ふりかえり票でいただいたご意見を紹介します！ 

◆ワークショップでの発見やおもしろかったこと 

・自由に意見や考えを出すことができて楽しかった。あっという間に終わったという感じでした。 

・自分でできることや夢のある意見が多く出て楽しかった。 

・皆さんのあふれ出る意見に、何かできそうな気がしています。 

 

 

 

 

 

 

 

◆進め方に関するご意見 

・当日の進め方をもう少し早く聞いていれば意見を出しやすい。 

・検討の時間をもう少し多くとってほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他のご意見 

・名刺はこんなにいらない。 

・第５章が外されたのはなぜでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次回（第３回）の予定 

日時：11 月 22 日(土)14:00～   

場所：四條畷市役所 東別館２０１会議室 

内容：「市民力で明日からできるアクションを考えよう！①」 

発行：２０５０年の夢づくり会議事務局（四條畷市政策企画部 企画調整課） 

〒575-8501 四條畷市中野本町１番１号  

電話 072-877-2121 内線：261（平日 8：45～17：15） 

       0743-71-0330 ※田原方面にお住まいの方 

E-mail kikaku@city.shijonawate.lg.jp 

事務局より 

この他にも、「○○さんと出会えたこと！（出会えて良かった）」や「様々な年齢層の方とお話しできて良かった」など、た

くさんのご意見をいただきました。 

次回からは、「市民でできるアクション」の具体策の検討に入ります。どんなアイデアが出てくるのかとても楽しみです。 

事務局より 

ワークショップで検討いただく内容については、「まちづくりワークショップ《２０５０年の夢づくり会議》ニュース」で事前に

お知らせしておりますが、今回からより詳しく掲載させていただくことにしました。（前頁の赤色の囲み部分） 

また、前回までは、ワークショップの冒頭に計画の策定方針や市民意識調査の速報などをお伝えしておりましたが（１

時間程度）、次回からはその分も検討に割く時間に充てていただけます。 

事務局より 

名刺については、自己紹介での用途以外に、第６次総合計画策定の取組みを他の市民や他市にお住まいの方にも

広く知っていただくため、皆さまから紹介していただく際の「きっかけ」として使っていただけるよう、多めにお渡ししており

ます。（お友達や職場の皆さんに、どんどん取組みを宣伝してください！！） 

第５章（確かな未来を築く行政運営に向けた体制づくり）については、行政内部の組織運営について述べている部分

であり、住民等でできるアクションの内容が限られることから、ワークショップでの検討からは外させていただきました。 


